
ニコングループは、将来的に起こる可能性のある危険
や問題を回避するという視点から環境に関するリスクと
機会を識別・評価しています。

環境負荷の大きな生産系事業所を対象にISO 14001を活
用した評価を実施し、各事業所およびISO 14001本部事務
局において環境に関するリスクと機会を特定しています。
また、ニコングループのリスク全般を取り扱っているリ
スク管理委員会がリスク把握調査を実施し、その結果を
もとにリスクマップを作成しています。

特定したリスク・機会については、環境部会にて、EMS

の中でどのように取り組んでいくのかを協議し、具体的
な取り組みをサステナビリティ委員会で審議しています。
優先度の高い取り組みについては環境アクションプラン
に反映します。取り組みの進捗は定期的に確認・フォロー
しています。

ニコングループでは、持続可能な社会の実現に貢献す
ることをめざしています。そのためには、自社の事業活動
と環境との関わりを明確にし、環境負荷や環境リスクの
大きさを的確に把握した上で、取り組みの優先順位を付け、
目標を設定して環境活動を展開することが重要だと考え
ています。

こうした考えのもと、ニコングループでは、国内外にお
ける電力などのエネルギーや廃棄物、水など、関連する環
境データ収集を積極的に進めています。

エネルギーや温室効果ガス、大気、水質、土壌、化学物質、
廃棄物に関する法規制の違反は、操業停止や原状回復費
用の発生、企業評価の低下など、ニコングループの経営に
影響を及ぼすリスクとなります。また、法規制はさらに強
化される可能性があり、遵守のために対応費用が多額と
なった場合、グループの財政状況に悪影響を及ぼす可能
性があります。

環境規制リスクと対応

環境に関するリスク管理体制

事業活動における環境との関わり

リスク管理
ニコングループでは、こうしたリスクに備え、各地域の

法規制よりも厳しい自主基準を設けて運用しています。
また規程類の整備や改訂、担当者の教育などを実施し、管
理体制を強化するほか、規制の変更などのタイムリーな
把握と対応に努めています。
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● ニコングループの事業における環境との関わり

※  数値は国内ニコングループおよび海外グループ生産会社のパフォーマンスデータ。
＊ PRTR（Pollutant Release and Transfer Register）：日本における、人の健康や生態系に有害な恐れがある化学物質について、
環境中への排出量を事業者が自ら把握し、行政に報告（年1回）することにより、行政が把握・集計し、公表する仕組み。

エネルギー起源CO₂排出
■ 電力由来：52,781トン-CO₂
■ 都市ガス由来：9,600トン-CO₂
■ 液化石油ガス由来：6,292トン-CO₂
■ 水素ガス由来：0トン-CO₂
■ その他燃料由来：5,458トン-CO₂
■ 冷水／蒸気由来：556トン-CO₂

OUTPUT

排水
■ 3,220千m³

製品
■ 販売台数
デジタルカメラ：80万台
交換レンズ：125万本
FPD 露光装置：16台
半導体露光装置： 39台

（そのうち、再生販売製品：15台）

PRTR指定物質の排出・移動量
■ ジクロロメタン：35トン
■ トルエン：17トン
■ trans-1,2-ジクロロエチレン:10トン
■ その他：34トン

廃棄物など（有価物含む）
■ 排出量：7,870トン

エネルギーなど
■ 電力：379,647MWh
■ 都市ガス：4,287千Nm³
■ 液化石油ガス：2,098トン
■ 水素ガス：0.264トン
■ その他燃料（原油換算）：2,066kL
■ 冷水／蒸気：9,748千MJ

INPUT

取水
■ 3,632千m³

原材料、資材
■ 金属：4,206トン
■ 樹脂：673トン
■ 電子部品：542トン
■ その他：775トン

PRTR*指定物質
■ 取扱量：210トン

研究・開発
▼

企画・マーケティング
▼
設計
▼
調達
▼
生産
▼

梱包・物流
▼

販売・修理・サービス
▼

回収・リサイクル

ニコングループでは、製品の企画・設計段階から環境へ
の影響を考慮し、下記の「環境配慮製品開発フロー」に従
い、環境に配慮した製品の開発に取り組んでいます。

環境に配慮した製品開発

ニコン製品／包装アセスメント

ニコングループでは、ニコン製品の特性と環境への影
響を十分に考慮した製品開発を行うため、「ニコン製品ア
セスメント」および「ニコン包装アセスメント」を原則す

● 環境配慮製品開発フロー

Do

Check

Act

Plan

商
品
企
画

マ
テ
リ
ア
リ
ティ

環
境
目
標
設
定

・製品／包装アセスメント2

・LCA手法による環境影響評価

製品／包装アセスメント1

新製品開発の目標設定にフィードバック

設
計

試
作

生
産

出
荷
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べての新規開発製品および包装材で実施しています。下
図のように、製品と包装の減量・減容化や、有害物質の削
減、材料の共通化、リサイクル性などを企画・設計段階と
試作・生産段階で評価しています。

ニコン製品アセスメントについては、法規制の改正や
社会動向、ニコンのマテリアリティに基づいた評価項目
や評価基準の大幅な見直しを2023年度に実施し、2024年
度から運用を開始します。

今後は新たなアセスメント基準を通じ、引き続きニコ

ンとしての環境に配慮した製品創出の取り組みをさらに
推進していきます。

ニコン包装アセスメントについては、「包装材使用量の
削減」や「環境負荷の少ない材料への変更」といった評価
項目を設け、プラスチック包装材の削減や、紙系材料への
変更を推進しています。

容器包装のプラスチック削減の具体的な取り組みにつ
いてはp.083をご参照ください。

● ニコン製品／包装アセスメントにおける評価項目

● 省エネルギー・省資源化
● 工程での有害化学物質使用削減
● 使用説明書などの電子化／FSC認証紙化

● 材料・部品点数の削減
● グリーン調達（有害化学物質の含有禁止・削減）

● 製品／包装の減容化

● お客様への情報提供（製品、
　使用説明書、包装材への
　適切な表示）

● 省エネルギー・高効率化
● 製品寿命の延長
● 分解・修理の容易化

● 解体・廃棄処理の容易化

● 材料・部品の再利用
● 分別・リサイクル処理の容易化

調達

生産

輸送使用廃棄

リユース・
リサイクル

● 廃棄物量削減

従来、製品アセスメントを実施し開発した製品はす
べて環境配慮型製品としていましたが、定義や体系の
見直しを行い、2017年度より、製品アセスメントでより
厳しい基準をクリアした製品を環境配慮製品、もしく
はスーパー環境配慮製品と認定する制度を導入しまし
た。それに伴い、ニコン独自のシンボルマーク（環境配
慮製品マーク／スーパー環境配慮製品マーク）を作成し
ました。2023年度は約79% の新製品を環境配慮製品と
認定しました。

環境配慮製品の体系図

環境配慮製品一覧（2024年3月末時点認定）
https://www.jp.nikon.com/company/sustainability/
environment/data/eco_product2024.pdf

※ 上記シンボルマークは、ニコンが、自社の定める環境配慮基準に基づき、環境配慮製品と認
定した自社の商品についてのみ使用するものである。
上記シンボルマークは、他の環境関連団体などとは一切関係がないものである。

● 業界トップクラスの環境性能
　を実現
● 環境関連表彰を受賞

● 製品アセスメントで
　当社基準をクリアした製品

スーパー
環境配慮製品

環境配慮製品

製品アセスメント実施製品

環境配慮製品の中で、下記など
の条件をひとつでも満たす製品
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